
トピックス◇官公署
ジャパネットたかた
トピックス◇番宣
ジャパネットたかた
トピックス◇情報
健康体操 親子編
トピックス◇官公署
ジャパネットたかた
トピックス◇番宣
トピックス◇情報
トピックス◇官公署
健康体操 親子編
トピックス◇番宣
モールオブ
トピックス◇情報
トピックス◇官公署
健康体操 親子編
モールオブ

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
へ
地
元
商
業
後
押
し
来
月
１
日
か
ら
予
約
受
け
付
け
古
河
市

　
【
つ
く
ば
市
】

　
◆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性

研
究
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
」
　

日
午
後

１
時

分
か
ら
天
王
台
の
筑

波
大
大
学
会
館
。
講
演
や
パ

ネ
ル
討
論
を
通
じ
て
女
性
科

学
者
の
仕
事
と
家
庭
生
活
の

両
立
に
つ
い
て
考
え
る
。
研

究
者
以
外
も
参
加
可
能
。
入

場
無
料
。
同
大
男
女
共
同
参

画
推
進
室

０
２
９

８
５

３

８
５
０
４

　
【
土
浦
市
】

　
◆
市
文
化
祭
市
民
俳
句
大

会
　

日
午
前

時
か
ら
大

岩
田
の
市
国
民
宿
舎
「
水

郷
」
。
参
加
料
１
５
０
０
円

昼
食
代
を
含
む

。
記
念

講
演
「
俳
句
つ
れ
づ
れ
」
パ

ー
ト

な
ど
。
市
教
委
文
化

課

０
２
９

８
６
２

１

９
４
１

　
◆
母
親
の
つ
ど
い
　

月

２
日
午
後
１
時

分
か
ら
大

和
町
の
市
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
。
子
育
て
や
子
ど
も

の
行
動
で
悩
む
母
親
が
対

象
。
自
立
訓
練
法
体
験
や
体

験
談
発
表
、
グ
ル
ー
プ
相
談

会
な
ど
。
参
加
無
料

要
申

し
込
み

。
子
ど
も
の
問
題

を
考
え
る
会
土
浦
の
内
田
代

表

０
２
９
１

２
４
０

０　
【
筑
西
市
】

　
◆
福
祉
講
座
「
認
知
症
に

な
ら
な
い
よ
う
に
」
　

月

日
午
後
１
時
か
ら
野
殿
の

野
殿
集
落
セ
ン
タ
ー
。
県
西

地
区
年
金
受
給
者
協
会
主

催
。
脳
外
科
医
の
成
島
浄
氏

が
講
演
す
る
。
入
場
無
料
で

定
員

人

先
着
順

。
県

西
地
区
年
金
受
給
者
協
会

０
２
９
６

２
８
４
４

　
【
桜
川
市
】

　
◆
助
産
師
さ
ん
の
い
の
ち

の
講
演
会
　

月
３
日
午
後

１
時
か
ら
羽
田
の
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ

ス
」
。
助
産
師
で
鈴
木
助
産

院
院
長
の
鈴
木
せ
い
子
さ
ん

が
「
生
き
て
い
る
だ
け
で
百

点
満
点
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

す
る
。
入
場
無
料
。
市
社
会

福
祉
課

０
２
９
６

３

１
１
１

内
線
２
３
１
３

　
【
古
河
市
】

　
◆
講
演
会
「
目
か
ら
ウ
ロ

コ
の
環
境
問
題
」
　

月
９

日
午
後
２
時
か
ら
新
久
田
の

福
祉
の
森
会
館
視
聴
覚
室
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
有
機
農
産
物
堆

肥

た
い
ひ

化
協
会
の
瀬

戸
昌
之
理
事
長
が
講
演
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
資
源
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
愛

す
」
鈴
木
代
表

０
２
８
０

９
２
０
３

　
【
つ
く
ば
市
】

　
◆
第
３
回
山
中
重
治
個
展

が
ま
ん
堂

筑
波
の
鬼
う
ご

く

　

日
ま
で
吾
妻
の
県

つ
く
ば
美
術
館
。
絵
画
や
木

彫
な
ど
約

点
を
出
品

写

真
。
同
美
術
館

０
２
９

８
５
６

３
７
１
１

　
◆
第

回
茗
渓
学
園
美
術

展
　

日

月
３
日
、
吾

妻
の
県
つ
く
ば
美
術
館
。
生

徒
が
授
業
で
制
作
し
た
作
品

を
中
心
に
美
術
部
や
書
道

部
、
写
真
部
の
作
品
の
ほ

か
、
父
母
や
教
職
員
の
作
品

な
ど
を
展
示
。
最
終
日
の
３

日
午
後
１
時
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
。
同
美
術
館

０

２
９

８
５
６

３
７
１
１

　
◆
絶
滅
危
惧

き
ぐ

種

植
物
展
　

月
２

日
、

天
久
保
の
筑
波
実
験
植
物

園
。
絶
滅
危
惧
植
物
コ
ー
ナ

ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
、
約
１
５
０
種
類
を
観

覧
で
き
る
。
３
日
に
公
開
セ

ミ
ナ
ー

午
後
１
時

分

３
時

、
４
日
に
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
ホ
ス
ト
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
植
物
多
様
性
保
全
」
を

開
催

午
後
１
時

分

４

時
、
要
予
約

。
同
植
物
園

０
２
９

８
５
１

５
１

５
９

　
【
土
浦
市
】

　
◆
テ
ー
マ
展
「
八
幡
脇

は
ち
ま
ん
わ
き

遺
跡
と

古
墳
時
代
の
玉
・
鉄
」
　

日

月

日
、
上
高
津
の

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史

の
広
場
。
同
市
お
お
つ
野
の

八
幡
脇
遺
跡
の
発
掘
調
査
結

果
を
基
に
、
古
墳
時
代
の
玉

作
り
や
鉄
筋
作
り
の
意
味
な

ど
を
考
え
る
。
同
広
場

０

２
９

８
２
６

７
１
１
１

　
【
土
浦
市
】

　
◆
こ
ん
か
つ
２
０
１
０
　

月
９
日
午
後
５
時

分
か

ら
本
郷
の
「
ホ
テ
ル
い
や
し

の
里
」
。
石
岡
市
八
郷
、
土

浦
市
新
治
、
か
す
み
が
う
ら

市
商
工
会
主
催
。
会
費
は
男

性
４
０
０
０
円
、
女
性
２
０

０
０
円
。
独
身
に
限
る
。
定

員

人

先
着
順

。
石
岡

市
八
郷
商
工
会

０
２
９
９

０
２
４
７

　
【
取
手
市
】

　
◆
は
つ
ら
つ
一
座
公
演

「
幽
霊
暁
に
去
る
」
　

日

午
後
１
時
半
、
市
民
会
館
。

県
南
地
域
は
つ
ら
つ
百
人
委

員
会
の
一
員
と
し
て
発
足
し

た
平
均
年
齢

歳
の
シ
ニ
ア

劇
団
の
公
演
。
小
島
和
馬
さ

ん
の
脚
本
・
演
出
に
よ
る
笑

い
と
涙
の
人
情
劇
。
入
場
無

料

整
理
券
は
福
祉
交
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
配
布

。
市

文
化
事
業
団

０
２
９
７

３
２
５
１

石材加工　　　　　　千ち々 じ松まつ広ひろ茂しげ（）
石
の
魅
力
を
伝
え
た
い

【メモ】　 年、旧岩瀬町生まれ。高校、専門学校で土木を学び、 年に
地元に戻って石材加工に従事。現在千石匠専務。桜川市真壁町飯塚。

◆

◆

　
「
石
の
魅
力
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
手
掛
け
て
い
る
の

が
、
石
の
オ
ブ
ジ
ェ
「
和

の
あ
か
り
」
。

　
高
校
、
専
門
学
校
と
土

木
関
係
の
勉
強
を
し
、
卒

業
後
は
建
設
業
界
に
勤
め

た
。
し
か
し
、
３
年
前
に

「
匠
の
技
を
一
代
で
終

た
く
み

わ
ら
す
の
は
し
の
び
な

い
」
と
、
桜
川
市
真
壁
町

下
谷
貝
で
操
業
す
る
「
千

石
匠
」
に
戻
っ
た
。

　
「
建
設
業
界
も
不
況
だ

っ
た
が
、
石
材
業
も
不
況

だ
。
高
校
時
代
に
手
伝
っ

た

年
前
に
比
べ
る
と
、

石
材
業
は
冷
え
切
っ
て
い

た
」
と
振
り
返
る
。

　
好
況
時
に
は
墓
石
を
中

心
に
展
開
し
て
き
た
石
材

業
界
だ
が
、
輸
入
外
材
な

ど
に
も
押
さ
れ
、
厳
し
い

環
境
に
あ
る
の
が
現
状
。

石
材
加
工
の
世
界
に
飛
び

込
む
た
め
ら
い
も
あ
っ
た

が
、
何
よ
り
父
の
滋
さ
ん

の
技
を
絶
や
し
た
く
な
か

っ
た
と
い
う
。

　
昨
年
５
月
、
「
和
の
あ

か
り
」
と
し
て
表
面
を
格

子
状
に
彫
っ
た
作
品
を
初

め
て
手
掛
け
、
好
評
を
得

た
。
硬
い
石
が
、
あ
た
か

も
軟
ら
か
い
木
に
な
っ
た

か
の
よ
う
な
質
感
に
変
わ

り
、
あ
か
り
を
と
も
す
と

独
特
な
風
情
を
か
も
し
出

す
。
幾
何
学
模
様
を
施
し

た
作
品
や
、
フ
ク
ロ
ウ
の

デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
そ
の
石

の
持
つ
特
長
を
生
か
し
た

作
品
を
制
作
し
、
年
間
約

基
を
販
売
す
る
人
気
商

品
に
な
っ
た
。

　
「
置
く
場
所
を
考
え
て

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
。
気

持
ち
を
込
め
て
作
っ
た
だ

け
に
、
売
れ
た
時
は
う
れ

し
さ
と
寂
し
さ
が
あ
る
」

と
語
る
。
真
壁
の
石
は
、

中
国
産
と
比
べ
る
と
若
く

て
み
ず
み
ず
し
い
石
で
、

磨
け
ば
磨
く
ほ
ど
光
る
と

い
い
、
「
国
産
の
石
の
良

さ
を
引
き
出
し
た
い
」
と

制
作
に
意
欲
を
燃
や
す
。

高
橋
正
樹

木
曜
掲
載

か
ま
使
っ
て
稲
刈
り
高
道
祖
小
で
全
校
児
童
下
妻 稲刈りに取り組む児

童 下妻市高道祖

　
古
河
市
は
年
末
年
始
の
商
戦
に
向
け
て
、

％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
割
り
増
し

が
付
い
た
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
を
開
始
す
る
。消
費
マ
イ

ン
ド
を
刺
激
し
、地
元
商
店
街
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
貢
献
す
る
の
が
狙
い
。購

入
予
約
の
受
け
付
け
は

月
１
日
か
ら

日
ま
で
。商
品
券
は

月
１
日
か
ら

来
年
１
月

日
ま
で
の
間
、市
内
の
大
型
店
や
一
般
店
で
使
用
で
き
る
。

　
古
河
市
が
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
す
る
の
は

４
回
目
。
発
行
総
額
は
６

億
円
で
、
う
ち
１
億
円
の

プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
市
が
負

担
す
る
。

　
発
行
す
る
の
は
１
万
２

０
０
０
円
分
の
買
い
物
が

で
き
る
１
セ
ッ
ト
１
万
円

の
商
品
券
と
、
６
０
０
０

円
分
の
買
い
物
が
で
き
る

１
セ
ッ
ト
５
０
０
０
円
の

商
品
券
の
２
種
類
。

　
商
品
券
は
大
型
店
と
一

般
店
の
両
方
で
使
え
る
共

通
券
、
一
般
店
の
み
の
使

用
と
な
る
専
用
券
に
分
か

れ
、
１
万
２
０
０
０
円
分

の
セ
ッ
ト
で
は
共
通
券
が

４
０
０
０
円
分
、
６
０
０

０
円
分
の
セ
ッ
ト
で
は
共

通
券
が
２
０
０
０
円
分
と

な
っ
て
い
る
。

　
前
回
の
発
行
で
は
市
内

の
約
８
５
０
店
が
取
扱
店

に
加
盟
し
、
こ
の
う
ち

店
が
サ
テ
ィ
、
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
堂
、
ヤ
オ
コ
ー
、
家

電
量
販
店
な
ど
の
大
型
店

だ
っ
た
。

　
商
品
券
を
購
入
で
き
る

の
は

歳
以
上
の
市
民

で
、
１
人
当
た
り

万
円

分
ま
で
購
入
可
能
。
希
望

者
は
市
の
広
報

月
１

日
号

に
折
り
込
ま
れ
る

専
用
は
が
き
を
投
函
し
て

か
ん

と
う

予
約
す
る
。
市
で
は
「
消

費
者
の
使
い
勝
手
を
考
慮

し
、
今
回
新
た
に
５
０
０

０
円
の
商
品
券
も
用
意
し

た
。
地
元
商
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待

し
て
い
る
。

今
橋
憲
正

保
育
園
児
ら

交
通
安
全
訴
え

筑
西
で
パ
レ
ー
ド

　
筑
西
市
川
島
の
Ｊ
Ｒ
川

島
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
で

日
、
保
育
園
児

人
が

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
、
ド
リ
ル
演
奏
で
事

故
防
止
を
訴
え
た
。
園
児

た
ち
は
川
島
保
育
園

峯

島
康
子
園
長

の
年
長

組
。
同
じ
川
島
地
区
の
川

島
第
二
保
育
園
と
交
互
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
参
加
し
て
い
る
。

　
園
児
や
父
母
の
ほ
か
、

筑
西
地
区
交
通
安
全
協
会

下
館
支
部
川
島
分
会
や
筑

西
地
区
交
通
安
全
母
の

会
、
防
犯
協
会
川
島
分

会
、
筑
西
市
、
筑
西
警
察

署
な
ど
約
１
７
０
人
が
参

加
し
た
。
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
で
は
、
エ
コ
ー
や
ブ
ロ

ッ
ケ
ン
、
大
太
鼓
、
小
太

鼓
な
ど
で
「
虹
」
を
演
奏

し
な
が
ら
ド
リ
ル
演
奏

し
、
駅
の
利
用
者
か
ら
拍

手
を
浴
び
て
い
た
。

　
一
行
は
同
駅
か
ら

川
島
保
育
園
ま
で
の

約
６
０
０

に
わ
た

っ
て
、
「
ア
メ
リ
カ

ン
ド
リ
ー
ム
」
な
ど

の
曲
を
演
奏
し
な
が

ら
、
交
通
安
全
を
訴

え
て
パ
レ
ー
ド
し
た

写
真
。

　
「
自
分
た
ち
の
お
米
早

く
食
べ
た
ー
い
」
。
下
妻

市
立
高
道
祖
小

日
向
み

た

か

さ

い

さ
子
校
長
、
児
童
１
９
７

人

で

日
、
全
校
児
童

が
参
加
し
て
稲
刈
り
を
行

っ
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
一
環

で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

行
事
。
約

年
前
か
ら
学

校
で
管
理
す
る

の
水

田
で
米
を
作
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
は
一
列
に
並

び
、
か
ま
を
使
う
昔
な
が

ら
の
農
作
業
を
体
験
。
黄

色
に
色
付
い
た
稲
を
次
々

に
手
で
刈
り
取
っ
た
。

　
こ
の
日
は
近
所
の
農
家

や
保
護
者
ら
約

人
も
応

援
に
駆
け
付
け
、
子
ど
も

た
ち
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
の

作
業
風
景
も
見
学
し
た
。

今
回
収
穫
し
た
コ
シ
ヒ
カ

リ
は

月
に
給
食
で
振
る

舞
わ
れ
る
。
６
年
生
の
吉

原
里
歩
さ
ん

は

小

学
校
で
の
稲
刈
り
は
こ
れ

で
最
後
な
の
で
、一
束
一

束
気
持
ち
を
込
め
て
刈
り

取
っ
た

と
一
生
懸
命
か

ま
を
振
る
っ
て
い
た
。

２
老
健
施
設
を

囃
子
連
が
慰
問

下
妻
で
敬
老
会

　
下
妻
市
江
の
老
人
保
健

施
設
「
ル
ー
エ
し
も
つ

ま
」

石
井
宏
施
設
長

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ラ
ポ
ー
ル
し
も
つ
ま
」

堀
江
節
子
施
設
長

は

日
、
毎
年
恒
例
の
合
同

敬
老
会
を
開
い
た
。

　
敬
老
会
に
は
今
年
で

年
連
続
と
い
う
市
内
の
常

陸
乃
国
下
妻
囃
子
連

川

は

や

し

澄
次
男
代
表

の
メ
ン
バ

ー
８
人
が
慰
問
。
お
年
寄

り
た
ち
に
「
元
気
で
長
生

き
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
に

は
、
お
年
寄
り
と
家
族
と

の
き
ず
な
を
強
め
る
機
会

に
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
、
「
紅
蓮
太
鼓
」
「
激

流
暑
寒
太
鼓
」
な
ど
７
曲

を
披
露

写
真
。
お
は
や

し
の
小
気
味
よ
い
リ
ズ
ム

で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
お

年
寄
り
や
家
族
た
ち
を
楽

し
ま
せ
て
い
た
。
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